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１　趣　　　　　旨
　本研究科は，平成22年度４月期入学（博士後期課程）の学生を募集します。なお，「一般選抜」の
ほかに，研究経験や研究成果などに配慮した「社会人特別選抜」を実施します。
　

２　募　集　人　員

　

　

３　入学者受入方針
【数物科学専攻】
　数学・物理学は現代の諸科学，特に自然科学の基礎をなす学問として研究・教育上重要な位置を占
めています。純粋数学として代数構造や幾何構造の数理構造や数理解析，確率解析等の数理解析の研
究，小は素粒子から，分子気体・プラズマ，金属・誘電体の固体，さらに生体まで，さらに大は宇宙
までの自然界の多くの領域・階層でおこる現象を研究する物理学，その境界領域とも言うべき計算科
学の研究を行っています。特に大規模計算機システムを用いたシミュレーションによる研究方法はそ
れ自身新しい学問分野に成長するとともに数学・物理学にも新しい局面を開いています。
　数物科学専攻では世界の第一線をにらんで国際的視野に立ち，自然界の理解に１つでも新しいこと
を付け加えることを目的とした独創的な研究を行います。この研究を通して，研究の途上における難
問を解決して，１つの研究を仕上げたときの喜びを教員と共にすることにより，単に大学等の研究機
関に限らず，産業界においても通じる人材を育成いたします。

【電子情報科学専攻】
　地球規模での高度情報化が急速に進んでいくこれからの社会には，技術進歩に対応できる高い能力
を持ち，独創性に富んだ科学技術を創造できると共に多様化する社会に主体性を持って柔軟に対応で
きる国際的な感覚を有する人が必要となってきます。
　本専攻の研究対象は，電子工学（エネルギー，各種デバイスなど），情報工学（ソフトウェア，アー
キテクチャ，人工知能など），通信工学，生命情報科学に至るまでの広い分野にわたっています。さ
らにこれらを融合する技術の統合的学問分野も含み，広範な科学技術分野に及んでおり，体系的教育
と創造性豊かな研究指導を行うことにより，科学の多様な展開に対応でき，他の分野にも視野を広げ
ることができる素養を身に付けた電子情報科学の高い水準の技術者や研究者の育成を目指していま
す。
　このような本専攻の挑戦に共感し意欲的に取り組もうとする皆さんの参加を心から期待しておりま
す。
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平成22年度
金沢大学大学院自然科学研究科（博士後期課程）学生募集要項

（社会人特別選抜を含む）
  （第　２　次　募　集）

募　　集　　人　　員
専　　　攻　　　名

一般選抜（社会人特別選抜を含む）

若　干　名数 物 科 学 専 攻

若　干　名電 子 情 報 科 学 専 攻

若　干　名シ ス テ ム 創 成 科 学 専 攻

若　干　名物 質 科 学 専 攻

若　干　名環 境 科 学 専 攻

若　干　名生 命 科 学 専 攻



【システム創成科学専攻】
　本専攻では，機械システムの高性能，高機能，高信頼性の製品を生み出すため，新しい視点で機械
要素の解析を行い，その個々の要素の総合化・統合化によって新システムを構築する基礎的な研究，
及び人に優しく，自然と調和し，社会に適合する知的でフレキシブルな機械と機械システムを創造す
る応用的な研究を行っています。また，自然と調和した都市空間の整備，自然災害に強い未来国土の
建設を目指し，資源材料，基盤整備，環境施設に観点をおく設計計画と支援システムの構築技術開発
とその応用研究を行っています。平成14年度から連携講座として設置された「先進自動車システム講
座」は，自動車の走行安定性向上のための開発研究や，事故解明に関する基礎研究を行っています。
　以上の教育研究をとおして，自然環境に適合し，快適で安全，秩序あるアメニィティ社会の発展に
役立つシステムを構築できる人材の育成を行っています。自然科学系の学部，修士課程で学んだこと
を更に高度な専門知識へと発展させ，自分独自の観点から新しいシステムを創出しうる能力ある人間
を目指す方の応募を期待しています。
　 
【物質科学専攻】
　本専攻では，自然界の様々な現象を物質の変化という観点から捉え，自然と調和した豊かな社会を
実現するために，化学が関係する広範な分野において，自ら課題を見出し，先導的研究を実施できる
高度な人材（研究者・技術者）の育成を目指しています。そのため，以下のような資質を備えた諸君
の入学を切望いたします。
　＊ 自然を畏敬し，謙虚に自然に学ぶ姿勢を持った人
　＊ 創造性が豊かで，高い倫理観を備えた人
　＊ 探求心旺盛で，チャレンジ精神に溢れた人
　＊ 大局的かつ国際的な視野を有する人
　＊ 化学を通じ社会に貢献するという強い意欲を持った人
　
【環境科学専攻】
　本専攻は，私たちの身の回りから地球規模までの環境を，理学，薬学，工学などの様々な分野から
総合的に研究しています。大きく分けて４講座と１連携講座からなります。「自然計測講座」は鉱物・
岩石の分析や様々な自然現象の観測などをとおして，周りを取り巻く物質の性質や環境の理解を目指
します。「環境動態講座」は地球－大気－水－生物の相互作用の結果もたらされる環境の形成と変遷，
更にそれが生態系及びヒトの健康に及ぼす影響を解明し，予測することを目指します。「環境創成講
座」は，環境整備に必要な構造物・材料と力学手法の開発，水資源開発と水辺空間の確保，海岸浸食
や洪水災害の防災技術など，自然と調和する人間・都市環境の創成を目指します。「環境計画講座」は，
防災・復旧支援システムの構築技術，地盤－構造物系の力学的性状と挙動解析，都市や地域空間の環
境整備計画，環境汚染防止・制御技術の開発など，災害に強く，かつ快適な生活環境システムの開発
維持を目指します。連携講座の「環境触媒講座」は酸性雨やオゾン層破壊など大気中の環境と光触媒
を用いた環境浄化などについて研究・教育を行います。
　本専攻は，地球環境から都市や地域社会に至るまでの幅広い環境問題に貢献できる環境学を目指し
ています。企業等に勤めながら博士課程で勉学・研究できる方法もあります。環境に興味関心はもち
ろんのこと，社会的正義感と使命感をもった意欲のある方の応募を歓迎いたします。
　
【生命科学専攻】
　生命科学専攻では，生命を尊び，生命に関心を持ち，生命の不思議さに感動を覚える諸君，地球，
自然というマクロな視点から，遺伝子，分子，原子というミクロの視点までを包含する生命科学に関
連した様々な謎に，知的好奇心を持つ諸君の応募を期待しています。
　教員は，研究活動から得た独自の知的財産を教育に反映し，また複数の教員の学際的協力の基に，
生命活動の本質に関わる問題の解明，21世紀の生命科学，医療の進展に寄与し，その発展をリードす
る先進的な研究者，人間の健康状態を総合的に理解できる人材，新しい理論や真理の発見，独創的な
学問領域の創造・教育に貢献できる人材の養成を教育・指導方針としています。

― ２ ―



４　出　願　資　格
�　一般選抜
　次の各号のいずれかに該当する者
�　修士の学位又は専門職学位を有する者及び平成22年３月31日までに取得見込みの者
�　外国において修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び平成22年３月31
日までに授与される見込みの者

�　我が国において，外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において
位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定する当該教育課程を修了し，修士
の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び平成22年３月31日までに取得見込み
の者
�　外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し，修士の学位又は専門
職学位に相当する学位を授与された者及び平成22年３月31日までに取得見込みの者
�　文部科学大臣の指定した者
�　本研究科において，個別の入学資格審査により，修士の学位又は専門職学位を有する者と同
等以上の学力があると認めた者で，平成22年３月31日までに24歳に達する者

　出願資格�又は�により出願を希望する者については，出願に先立ち資格審査を行
います。10ページの「出願資格の認定」を参照してください。

�　社会人特別選抜
　社会人特別選抜に出願できる者は，出願時において，会社等に在職し，入学後も引き続きその
身分を有する者で，所属長の受験許可を受けた者であって，次のいずれかに該当する者
�　修士の学位又は専門職学位を有する者及び平成22年３月31日までに取得見込みの者
�　外国において修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者
�　我が国において，外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において
位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定する当該教育課程を修了し，修士
の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び平成22年３月31日までに取得見込み
の者

�　外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し，修士の学位又は専門
職学位に相当する学位を授与された者及び平成22年３月31日までに授与される見込みの者
�　文部科学大臣の指定した者
�　本研究科において，個別の入学資格審査により，修士の学位又は専門職学位を有する者と同
等以上の学力があると認めた者で，平成22年３月31日までに24歳に達する者

　出願資格�又は�により出願を希望する者については，出願に先立ち資格審査を行
います。10ページの「出願資格の認定」を参照してください。

※「大学院設置基準第14条に基づく教育方法の特例」について
　社会人特別選抜入学者に対して，大学院での学修を容易とするために「大学院設置基準第
14条に基づく教育方法の特例」の制度があります。
参考：大学院設置基準（昭和49年文部省令第28号）［抄］
第14条　大学院の課程においては，教育上特別の必要があると認められる場合に

は，夜間その他特定の時間又は時期において授業又は研究指導を行う等の適
当な方法により教育を行うことができる。

５　出　願　期　間
　　平成21年11月24日（火）から平成21年11月27日（金）まで

（注）出願の受付は，午前９時から午後４時30分までとします。
　　　郵送する場合も，出願期間の最終日までに必着（前日消印有効）のこと。

　「出願資格�の�又は�，�の�又は�」により出願を希望する者については，10
ページのⅠ．「４．出願資格認定申請書等の提出期間」を参照してください。

― ３ ―
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６　出　願　手　続
�　出願書類提出先
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出　　　　　願　　　　　先専　　攻　　名

金沢大学角間南地区事務部学生課大学院係

　　　　（〒920－1192　金沢市角間町）

数 物 科 学 専 攻

電 子 情 報 科 学 専 攻

シ ス テ ム 創 成 科 学 専 攻

物 質 科 学 専 攻

環 境 科 学 専 攻

生 命 科 学 専 攻

（注）郵送する場合は，書留郵便とし，その封筒の表に「自然科学研究科（博士後期課程）入学願書在中」

と朱書してください。



�　出願書類等

― ５ ―

摘 要書 類 等

　所要事項を記入し，写真を所定欄に貼り付けてください。
　また，必ず入学検定料「振込金証明書」を裏面の所定欄に貼付してく
ださい。（学内進学者及び国費外国人留学生を除く）

①入学願書【様式１】

　出身大学の大学院修士課程又は博士前期課程修了（見込み）証明書
　但し，出願資格�の⑤，⑥又は�の⑤，⑥に該当する者及び本学大学
院自然科学研究科博士前期課程修了（見込み）の者は不要です。

②修了（見込み）証明書

ア．「出願資格�の①，②，③，④又は�の①，②，③，④」により出
願する者は，出身大学院の研究科長（又は学長）が作成したもの。

イ．「出願資格�の⑤又は�の⑤」により出願する者は，出身大学の学
部長（又は学長）が作成したもの。

ウ．「出願資格�の⑥又は�の⑥」により出願する者は，最終学歴の学
校長が作成したもの。（修得科目名及び単位数が記載されているもの）

③学業成績証明書

　「出願資格�の①，②，③，④又は�の①，②，
③，④」修士の学位又は専門職学位（に相当する学
位）を有する（授与された）者は，「修士論文（写
し）」又は「研究又は開発業務等の概要（和文・英
文のいずれで記載してもよい。Ａ４版５枚以内）」

１部

「修士論文（写
し）」又は「研
究又は開発業
務等の概要
【様式２】」

④修士の学位論文等

　「出願資格�の①，②，③，④又は�の①，③，
④」修士の学位又は専門職学位（に相当する学位）
を取得（授与される）見込みの者は，「研究経過報
告書（修士論文の研究題目とその研究の進捗状況
を要約したもの。Ａ４版３枚以内）」〔様式随意〕 

１部研究経過報告
書

　「出願資格�の⑤，⑥又は�の⑤，⑥」の者は，
「研究又は開発業務等の概要（和文・英文のいずれ
で記載してもよい。Ａ４版５枚以内）」

１部
研究又は開発
業務等の概要
【様式２】

　研究等に関する発表論文別刷等の資料及び参考
となると思われる書類（写し）がある場合は，添付
してください。

１部学術論文等

　１枚以内で作成してください。⑤口頭発表概要【様式３】

　志願者は，予め主任指導予定教員の承諾を得てください。⑥主任指導予定教員同
意書

　官公庁・企業・団体等に在職のまま在学することが可能です。
　その場合は，所属長（又は指導者）が作成した受験許可書を提出して
ください。なお，出願時に提出できない場合は，入学時に承諾書等を提
出することとなりますが，その場合，大学院係へ問い合わせてください。
　また，「大学院設置基準第１４条に基づく教育方法の特例」の適用を希
望する者は，申請書【様式５】を提出してください。

⑦受験許可書【様式４】
（社会人特別選抜のみ）

　30,000円
　一旦納入した入学検定料は，返還いたしませんので注意してください。
　納入方法：添付の振込依頼書に必要事項を記入のうえ，「電信扱」が利
用できる金融機関（郵便局を除く）の窓口で納入してください。納入後，
銀行領収印が押してあることを確認し「振込金証明書」を願書の裏の所定
欄に貼付してください。「領収書」は，大切に保存してください。
※�通常，金融機関の窓口営業時間は午後３時までです。また，土日・

祝日は休業となりますので，注意してください。
　�ＡＴＭ（現金自動預支払機），携帯電話，パソコン等からは振り込

まないでください。

⑧入 学 検 定 料
　振 込 依 頼 書
※学内進学者及び国費
外国人留学生は，入
学検定料の納入は不
要です。

　受験票等送付用です。本要項に添付の定型封筒に350円切手（速達郵
便）を貼り，住所・氏名を明記してください。⑨返 信 用 封 筒

　添付用紙に，郵便番号・住所・氏名等必要事項を記入してください。⑩連絡受信先シール

　日本に在留する外国人志願者は，市区町村長の発行する登録原票記載
事項証明書（在留資格が明示されたもの）を提出してください。�そ の 他

（注１）外国人の志願者は，上記提出書類のうち�，�については，本研究科所定の用紙を用いなくてもよい。
（注２）生命科学専攻に志願する者であって，本学大学院博士前期課程・修士課程修了または修了見込みの者につい

ては，�口頭発表概要【様式３】に博士後期課程での研究計画を1,000字程度で記載してください。（用紙が足り
ない場合は適宜追加し，図表等は字数にいれないこと。）

（注３）数物科学専攻に志願する者であって，本研究科博士前期課程数物科学専攻修了見込みの者については，�口
頭発表概要【様式３】は提出不要。



７　選 抜 の 方 法
　入学志願者の選抜は，「学力検査（口述試験）」及び「学業成績証明書」を総合して行います。「口
述試験」の概要は，以下のとおりです。

８　試験期日及び試験場

　

 

― ６ ―

摘　　　　　　　　　　要区　　　分

「修士論文」，「研究経過報告書」，「研究又は開発業務の概要」のいずれ

かについて，口頭発表（20分程度）及び質疑応答を行います。
一 般 選 抜

「研究又は開発業務等の概要」，「修士論文」のいずれかについて，口頭

発表（20分程度）及び質疑応答を行います。
社会人特別選抜

（注１）液晶プロジェクターの使用希望者は，入学願書所定欄の該当区分に○をつけてください。なお，その他スラ

イド等の使用を希望する場合は，大学院係へ問い合わせてください。

（注２）数物科学専攻に志願する者であって，本学大学院博士前期課程・修士課程修了見込みの者，及び生命科学専

攻に志願する者であって，本学大学院博士前期課程・修士課程修了又は修了見込みの者については，別に選考

を行います。

試　験　場
試験科目

時　間試　験　日専　攻　名
社会人特別選抜一般選抜

金沢大学

自然科学本館

（金沢市角間町）

口述試験
10時～

10時～

平成22年１月６日�

平成22年１月７日�

数 物 科 学 専 攻

電子情報科学専攻

システム創成科学専攻

物 質 科 学 専 攻

環 境 科 学 専 攻

生 命 科 学 専 攻

（注）　試験の詳細については，事前にお知らせします。



９　合 格 者 発 表

10　入学時に必要な経費
�　授業料等納付金
�　入学料　　　　　　282,000円（予定）
　平成22年３月本学大学院博士前期課程・修士課程修了後，引き続き博士後期課程に進学する
者及び国費外国人留学生は，入学料の納入は不要です。
�　授業料（前期分）　 267,900円（予定）
注１　上記の納付金額は予定額であり，入学時又は在学中に入学料・授業料が改定された場合

には，改定時から新入学料・新授業料が適用されます。
注２　国費外国人留学生は，授業料の納入は不要です。

�　その他必要な経費
�　金沢大学学生健康保険組合費（３年分）9,000円
�　学生教育研究災害障害保険料（３年分）3,050円

11　注　意　事　項
�　出願手続後は，書類の変更・返却及び入学検定料の払戻しはできません。
�　提出書類に不正な事実があった場合は，入学許可を取り消すことがあります。
�　提出論文の返却を希望する者は，出願時に申し出てください。

12　個人情報の保護
　金沢大学では，「国立大学法人金沢大学個人情報管理規程」等を制定し，本学が保有する個人情報
の適正な管理と保護に努めています。
　本学が入学者選抜を通じて取得した個人情報及び入学手続時に提出していただく全ての書類に記載
されている個人情報は，次の業務で利用します。
�　入学者選抜及び入学手続に関わる業務
�　入学後の学籍管理，修学指導に関わる業務及び健康診断等の保健管理に関わる業務
�　入学料免除，授業料免除，奨学生選考等の修学支援に関わる業務
�　入学料・授業料の納入に関わる業務及び収納業務を委託する金融機関での必要な業務
�　入学者選抜に関する個人が特定できない形で行う調査研究業務
�　その他，個人が特定できない形で行う統計処理業務

 

― ７ ―

発 表 の 場 所 及 び 方 法発 表 日 時専　　攻　　名

　自然科学本館掲示場において発表するととも

に，合格者には，合格通知書を郵送します。

平成22年１月26日�
10時頃

数 物 科 学 専 攻
電 子 情 報 科 学 専 攻
システム創成科学専攻
物 質 科 学 専 攻
環 境 科 学 専 攻
生 命 科 学 専 攻

（注）合格者の入学手続は，平成22年３月上旬送付の「大学院入学手続要項」に従ってください。



13　出願書類請求先・照会先
　学生募集要項及び出願用紙の郵送を希望する場合は，返信用封筒（角形２号，郵便番号，住所及び
氏名を記入し，郵便切手390円を貼ったもの）を同封して，次の請求先へ申し込んでください。また，
応募について不明の点がある場合の照会先も請求先と同じ所です。

　

14　そ　　の　　他
�　身体に障害のある者の事前相談
　身体に障害（学校教育法施行令第22条の３）のある入学志願者で，受験及び修学に特別な配慮
を必要とする者は，出願期間締切日の３日前までに下記の書類を提出し事前に相談してくださ
い。
�　申請書（下記事項を記載，様式随意）
　・氏名，志望専攻名
　・障害の種類
　・受験及び修学に特別な配慮を希望する事項
　・大学等でとられた特別措置
　・日常生活の状況
　・その他参考となる事項
�　医師の診断書
�　その他の参考書類（身体障害者手帳の写し等）

�　奨学制度
　奨学金には，日本学生支援機構，都道府県・市区町村，民間の育英団体のものがあります。ほ
とんどが貸与奨学金であり，修了後に返還が必要です。
　日本学生支援機構奨学金には，無利子で貸与される「第一種奨学金」と，有利子で貸与される
「第二種奨学金」があります。

【日本学生支援機構奨学金貸与月額】（平成20年度 参考）
　・第一種奨学金（博士後期課程入学者）
　　　　　122,000円
　・第二種奨学金
      　  50,000円，80,000円，100,000円，130,000円から希望月額を選択する。

�　長期履修制度
　長期履修制度の利用を希望する場合は，「入学願書」（様式１）の所定欄に希望する旨の表示を
記入してください。
※１　事前に志望指導教員とご相談ください。
※２　申請方法等は，合格通知とともにお知らせします。
※３　申請しても許可されない場合もありますので，ご承知おきください。
　長期履修制度とは，職業を有している等の事情により修学困難な者に対して，標準修業年限を
超えて一定の延長期間を加えた期間に，計画的な教育課程の履修を認めるものです。本研究科で
は，最長６年までの在学期間を認めています。
　入学時に許可されれば，通常の修業年限（３年）において支払う授業料の総額を，長期履修期

― ８ ―

請　　求　　先 （ 照 会 先 ）専　　攻　　名

金沢大学角間南地区事務部学生課大学院係
（〒920－1192　金沢市角間町）
�076（234）6823・6824

数 物 科 学 専 攻
電 子 情 報 科 学 専 攻
システム創成科学専攻
物 質 科 学 専 攻
環 境 科 学 専 攻
生 命 科 学 専 攻
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